
市役所で原沢選手を激励。左から関谷下関市議会議長、
中尾下関市長、原沢選手、酒井下関後援会長

（６月21日 下関市役所）
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市民と市長を結ぶコラム
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③
紀
年
銘
木
簡（
一
部
）　
下
関
市
教
育
委
員
会
蔵

原
沢
久
喜
選
手
、
目
指
せ
金
メ
ダ
ル
！

羽
ば
た
け
リ
オ
へ
！！

〜
リ
オ
五
輪
柔
道
男
子
100
㌔
超
級
日
本
代
表
〜

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
い
よ
い
よ
４
年
に

１
度
の
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
日

本
時
間
の
８
月
６
日（
土
）か
ら
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
、
下
関
市
出
身
の
原
沢

久
喜
選
手
が
柔
道
男
子
100
㌔
超
級
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
原
沢
選
手
は
６
歳
で
市
内
の
大
西
道

場
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
入
団
、
文
関
小

学
校
、
日
新
中
学
校
、
早
鞆
高
等
学
校

と
下
関
市
で
過
ご
し
、
柔
道
に
打
ち
込

ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
元
代

表
選
手
と
し
て
期
待
も
大
き
く
、
わ
れ

わ
れ
下
関
市
民
に
と
っ
て
も
誠
に
光
栄

で
あ
り
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
ふ
る
さ
と
下
関
」へ

の
思
い
を
喚
起
さ
せ
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
勇
気
や
希
望
を

与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
下
関
の
情
報
発
信

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
柔
道
で
は
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
90
㌔
級
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
西
山
将
士
選
手
に
続
く
快
挙
で

あ
り
、
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
市
民
挙
げ
て
応
援

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
原
沢
選
手
の
リ
オ
五

輪
出
場
を
祝
福
し
激
励
す
る
た
め
、
市

役
所
本
庁
舎
本
館
に
懸
垂
幕
、
唐
戸
市

場
に
横
断
幕
を
掲
示
し
て
、
広
く
市
民

に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
６
月
21
日
に

は
、
本
庁
舎
新
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
原
沢
選
手
の
表
敬
を
受
け
ま

し
た
。
約
200
人
の
出
席
者
と
と
も
に
リ

オ
五
輪
で
の
活
躍
を
心
か
ら
期
待
し
、

激
励
し
ま
し
た
。

原
沢
選
手
が
出
場
す
る
柔
道
男

子
100
㌔
超
級
の
試
合
は
、
日

本
時
間
の
８
月
12
日（
金
）深

夜
か
ら
13
日（
土
）の
早
朝
に
か
け
て
行

わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
で
原
沢
選
手
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
声
援
は
遠
く
離
れ
た
リ
オ
で

戦
う
原
沢
選
手
に
伝
わ
り
、
必
ず
や
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
下
関
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
市
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
リ
オ
五
輪
で
の

原
沢
選
手
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
長
門
国
鋳
銭
遺
物
は
、
和
同
開
珎

（
画
像
①
）、
銭せ

ん

笵ぱ
ん（
鋳
型
／
画
像
②
）

と
坩る

つ
ぼ堝（
金
属
を
溶
か
し
合
成
す
る

容
器
）の
残
欠
、
鞴ふ

い
ご
ぐ
ち口（
燃
焼
を
促
進
す

る
器
具
の
一
部
）か
ら
成
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
明
治
44（
１
９
１
１
）年

に
長
府
安
養
寺
に
あ
る
覚か

く
お
ん
じ

苑
寺
境
内

で
出
土
し
、
昭
和
39（
１
９
６
４
）年

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
出
土
地
は
、
銭
貨
の
鋳
造
を

行
っ
た
鋳じ

ゅ
ぜ
ん
し

銭
司
の
跡
と
し
て
昭
和
４

（
１
９
２
９
）年
に
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
古
代
の
長
門
・
周
防
両
国
で
は
、

長な
が
の
ぼ
り登
銅
山（
美
祢
市
）が
東
大
寺
大
仏

の
造
営
に
銅
を
提
供
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
銅
の
生
産
が
盛
ん

で
し
た
。
さ
ら
に
鋳
型
の
材
料
と
な

る
良
質
な
砂
の
産
出
地
に
近
く
、
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
か
、
長
府

に
鋳
銭
司
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
鋳
銭
司
で
は
、
国
産
流
通
貨

幣
の
さ
き
が
け
で
あ
る
和
同
開
珎
が

鋳
造
さ
れ
、
下
関
は
貨
幣
経
済
導
入

と
い
う
一
大
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
え
ま
し
た
。

　
平
成
22（
２
０
１
０
）年
、
覚
苑
寺

周
辺
で
鋳
銭
遺
物
と
と
も
に
大
量
に

出
土
し
た
木
簡
の
な
か
に
、「
天
平
二

年
」（
730
年
）と
記
さ
れ
た
も
の（
画
像

③
）が
あ
り
ま
し
た
。
長
門
鋳
銭
司
操

業
の
事
実
と
年
代
を
明
ら
か
に
す
る

大
発
見
で
し
た
。

　
歴
史
博
物
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展

示
で
は
、
鋳
銭
遺
物
に
加
え
て
こ
の

木
簡
も
展
示
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！
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